
令和３～５年度 「探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業」



＜研究主題＞

「答えのない問い」に果敢に挑戦し、他者と協働して

自分たちなりの価値ある答えを見出す探究的な学習の創造

Ⅳ 今後に向けてⅢ 研究の成果Ⅱ 取組の具体Ⅰ 研究の概要

＜研究仮説＞

児童生徒主導で、児童生徒の気付きから課題を設定し、他者とかかわ
り、調整しながら学びを深めていく、探究的な学びを展開すれば、児童
生徒が、自ら課題を発見し、他者とかかわりながら課題を解決しようと
する資質・能力を育成することができるであろう。



◯ PBLの視点を入れた単元開発

◯ 各単元における評価基準の整理、精選

◯ 9年間を見据えた
生活科・総合的な学習の時間の

カリキュラムの整理・作成

＜研究内容＞
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◯ PBLの視点を意識した単元開発

□「答え（ひとつの解）のない問い」を扱う学習

□実生活・実社会の課題を解決する学習

□社会へ還元する学習

レールの無い 予定調和ではない 協働性
折り合いを付けながら

児童生徒にとって自分事 現実的 主体的

学校外の他者とのかかわり 達成感
自己有用感
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①児童生徒が自分事として考えることができる
テーマの設定

②児童生徒と共有、調整していく単元計画の作成
③多様な視点、新しい課題に気付かせるショック

（新たな「えっ!?なぜ？」）の場面の設定
④多様な視点、考え方（実生活・実社会）に

触れさせるための地域人材の活用

単元開発のポイント

◯ PBLの視点を意識した単元開発
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①児童が自分事として考えることができるテーマの設定

Ⅳ 今後に向けてⅢ 研究の成果Ⅱ 取組の具体Ⅰ 研究の概要

あかり祭り！

でも、知らないこ
とも多いな・・・

教えてくれる人は
いるかな？

みなと祭り！

尾道には
どんな祭が
ある？

ベッチャー祭り！

詳しい人に
聞いてみよう！

土堂小学校 第３学年 「思いや願いを受け継ぐ 尾道の祭り」
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③多様な視点、新しい課題に気付かせるショック（新たな「えっ!?なぜ？」）の場面の設定

④多様な視点、考え方（実生活・実社会）に触れさせるための地域人材の活用

ベタやショーキは…

実は・・・

ゲストティーチャー 林さんのお話

お祭りの
始まりは…

受け継ぐ人がいなくなっている！

ベッチャー祭はなくなる！？

土堂小学校 第３学年 「思いや願いを受け継ぐ 尾道の祭り」
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②児童と共有、調整していく単元計画の作成

土堂小学校 第３学年 「思いや願いを受け継ぐ 尾道の祭り」
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土堂小学校 第３学年 「思いや願いを受け継ぐ 尾道の祭り」



①児童が自分事として考えることができるテーマの設定
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それぞれの興味・関心
から出てきたテーマ

６年生から出てきた意見
・もっと寺社について知る。・昔の長江についてくわしく知る。・尾道のことをさら
に知って、本を出版する。・長江だけでなく広い範囲の伝統や特色を調べる。・尾道
の島に行って、どんなところか調べる。・尾道の有名な店のこと・他の県の魅力や有
名なこと・昔の人々の暮らし方・尾道の歴史・尾道の政治・なぜ尾道には猫が多いの
か。・尾道について調べる。（都会に出て行きたい人の割合、県道や国道の数、自販
機の数、島の数、尾道の高齢者と若者の割合）・尾道市役所の働きについて・尾道城
はなんなのか。・尾道ラーメンの食べ比べ。尾道のラーメン作りを調べる。・方言に
ついて・尾道のイメージキャラクターを作る。・尾道のマークを作る。・長江通りに
標識を作る。・遊具、アスレチックを作る。・尾道の工場について・野良犬、野良猫
の保護。里親さがし・今までした活動をもう一度する。・米を育てる。・能、しの笛
・山の中などに入って、虫や植物について調べたり遊んだりする。・石について調べ
る。・昨年の６年生がやっていたような「尾道クリーン大作戦」をする。・緑のカー
テン（グリーンカーテン）を作る。・花を植える。育てる。木を植える。野菜、果物
づくり・電気のない生活について・他校と交流して、たくさんの人と交流を深める。
・違う気候の学校ではどのような活動や生活をしているのか調べる。・無人島で生活
をする。・尾道にサッカー場を作る。・長江小の秘密基地を作る。・シュート率、シ
ュートの強さを上げる方法・野球の歴史・車の作り方・動物を育てる。・ゲームを作
る。・けん玉を作る。水鉄砲を作る。昔遊び・手作り花火・日本庭園を造る。・スー
パーに弟子入り・FX（投資）について調べる。・犬のブリーダー・洋菓子作り etc

長江小学校 第６学年
「みつめよう つなげよう 未来へ続く ぼくたちわたしたちの尾道」



①児童が自分事として考えることができるテーマの設定
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話し合いによって絞られていった
学級の意見を児童がまとめた板書

第６学年 総合的な学習の時間
探究テーマ：
「尾道をよりよい町にする」に決定
→探究課題

町づくりと地域の未来

みんなの意見が
より含まれる

より他の目的と
つながりがある

長江小学校 第６学年
「みつめよう つなげよう 未来へ続く ぼくたちわたしたちの尾道」
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児童と共有した探究のプロセス

②児童と共有、調整していく単元計画の作成

長江小学校 第６学年
「みつめよう つなげよう 未来へ続く ぼくたちわたしたちの尾道」



②児童と共有、調整していく単元計画の作成
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単元導入時に児童が考えた計画
単元途中に
ブラッシュアップされた計画

長江小学校 第６学年
「みつめよう つなげよう 未来へ続く ぼくたちわたしたちの尾道」
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③多様な視点、新しい課題に気付かせるショック（新たな「えっ!?なぜ？」）の場面の設定

様々な立場の方が考えている尾道の課題

えっ!?なぜ？
自分たちの考えと違ったな。
そんな考え方もあるんだ。

長江小学校 第６学年
「みつめよう つなげよう 未来へ続く ぼくたちわたしたちの尾道」
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④多様な視点、考え方（実生活・実社会）に触れさせるための地域人材の活用

尾道市役所の方との
意見交換会

地域の先生方への
プレゼン発表会

長江小学校 第６学年
「みつめよう つなげよう 未来へ続く ぼくたちわたしたちの尾道」



①生徒が自分事として考えることができるテーマの設定
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ウェビングマップなどを
利用して、思考を整理

２年生から出てきた意見
・仕事のやりがいとは何か。 ・仕事が自分たちの生活とどのように関
わっているのか。 ・自分の好きなことを仕事にしたら、幸せなのか。
・働くことは生きることなのか。 ・今ある仕事がなくなると、どうな
るのか。 ・社会にどんな影響があるのか。 ・どんな関わりが必要なの
か。・人は何のために働くのか。 ・お金のためだけに働いているのだ
ろうか。 ・好きなことを全うするために仕事をしているのだろうか。
・働いていく上での喜びとは何か。 ・将来仕事をするために、今やる
べきことは？ ・今つけておかなければならない力は？ ・仕事によって
給料に差があるのはなぜか。 ・どのように働けば、みんなに還元でき
るのか。 ・この仕事をすることが、誰の役に立つのか。 ・今ある仕事
をすると、社会がどう動くのか。 ・何をすれば、好きな仕事につける
のか。 ・楽しく仕事をするためにはどうすればいいか。 ・自分のやり
たいことと、自分に合っていることをどうやってすり合わせていくか。
・働くことがどのように人のためになっていくのか。 ・お金をかせぐ
ためには、どのように働くか。 ・人の役に立てる仕事とはどこで決ま
るのか。 ・仕事を通して生きがいが見つかるのか。 etc

長江中学校 第２学年
「自分の生き方を考えよう～修学旅行先での様々な出会いから社会を知り、

課題解決に向けて一歩を踏み出そう～」



①生徒が自分事として考えることができるテーマの設定

Ⅳ 今後に向けてⅢ 研究の成果Ⅱ 取組の具体Ⅰ 研究の概要

話し合いによって
絞られていった学級の意見

第2学年 総合的な学習の時間
探究テーマ：

Ⅰ「働くとは」～企業が生み出す価

値を探究し、自分の生き方を考えよう～

Ⅱ「他地域から学ぶ」～人との関

わりから、自分の生き方を考えよう～

→探究課題
地域、社会と自分のかかわりを
考え、地域の歴史や文化を多様
な視点で見て、見識を広げる。

みんなの意見が
より含まれる

より他の目的と
つながりがある

長江中学校 第２学年
「自分の生き方を考えよう～修学旅行先での様々な出会いから社会を知り、

課題解決に向けて一歩を踏み出そう～」
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生徒と共有した探究の
プロセス

②生徒と共有、調整していく単元計画の作成

長江中学校 第２学年
「自分の生き方を考えよう～修学旅行先での様々な出会いから社会を知り、

課題解決に向けて一歩を踏み出そう～」
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③多様な視点、新しい課題に気付かせるショック（新たな「えっ!?なぜ？」）の場面の設定

どんなことを聞けば
見識が広がるか

あれ？ 完璧だと思ったけど、
そんな視点もあったのか。
まだ情報が足りないな・・・。

中学校区の先生方に
アドバイスをいただく

長江中学校 第２学年
「自分の生き方を考えよう～修学旅行先での様々な出会いから社会を知り、

課題解決に向けて一歩を踏み出そう～」



Ⅳ 今後に向けてⅢ 研究の成果Ⅱ 取組の具体Ⅰ 研究の概要

④多様な視点、考え方（実生活・実社会）に触れさせるための地域人材の活用

鹿児島の地元の方に
実際に質問をなげかける

長江中学校 第２学年
「自分の生き方を考えよう～修学旅行先での様々な出会いから社会を知り、

課題解決に向けて一歩を踏み出そう～」



「答えのない問い（答えが１つではない問い）
に対して、一人一人の生徒が、複数の視点から
解を導き出し、それを交流する。そのとき、
他者の解とすりあわせながら、そのとき考え
られる最適な解を導き出せる。」

◯ 各単元における評価基準の整理、精選

９年間のゴール、中学校３年生で育成を目指す姿

Ⅳ 今後に向けてⅢ 研究の成果Ⅱ 取組の具体Ⅰ 研究の概要



長江中学校

長江小学校 土堂小学校

長江中学校区で共通して育成したい資質・能力

◯ 各単元における評価基準の整理、精選

主体性・協働性

Ⅳ 今後に向けてⅢ 研究の成果Ⅱ 取組の具体Ⅰ 研究の概要



◯ 各単元における評価基準の整理、精選

長江中学校
長江小学校 土堂小学校

主体性主体性

主体性

協働性 協働性

協働性

長江中学校区で考える
主体性・協働性
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主体性 協働性
自ら学ぼうと・求めようと・解決
しようとし、自分なりの（その時
の）最適解をもっている。

自ら課題を見付けたり、解決方法
を粘り強く考えたりしている。

自分で目標・課題を設定し、それ
に対して方略を考え出せている。

協働的な活動を通して、求められ
ているゴールに対して最適解を導
き出せている。

友達の意見を受け止めながら、見
付けた課題の様々な解決方法を考
えている。

他者の行動をよく観察し、まねる
べき点を取り出してまねている。

教職員で共有した主体性・協働性の発揮された姿
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◯ 各単元における評価基準の整理、精選



◯ 各単元における評価基準の整理、精選

実際に児童生徒と共に作成、修正したルーブリック

Ⅳ 今後に向けてⅢ 研究の成果Ⅱ 取組の具体Ⅰ 研究の概要



主体性・協働性の高まりを自覚している
振り返り

自己の成長を自覚している振り返り
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◯ 各単元における評価基準の整理、精選



◯ 9年間を見据えた生活科・総合的な学習の時間の
カリキュラムの整理・作成

Ⅳ 今後に向けてⅢ 研究の成果Ⅱ 取組の具体Ⅰ 研究の概要

横の関連性（各教科の関連性）を意識するための「カリキュラムマップ」



◯ 9年間を見据えた生活科・総合的な学習の時間の
カリキュラムの整理・作成

Ⅳ 今後に向けてⅢ 研究の成果Ⅱ 取組の具体Ⅰ 研究の概要

縦の関連性（学年間の関連性）を意識するための
「令和５年度 長江中学校区 総合的な学習の時間カリキュラム（試案）」



◯ 9年間を見据えた生活科・総合的な学習の時間の
カリキュラムの整理・作成

Ⅳ 今後に向けてⅢ 研究の成果Ⅱ 取組の具体Ⅰ 研究の概要

研究授業の参観
協働して研究を進めるための

合同研修



Ⅳ 今後に向けてⅢ 研究の成果Ⅱ 取組の具体Ⅰ 研究の概要

①話し合いに参加するときには自分の考えをもつ
ことができています。（主体性）

R4年3月 82% R5年2月 89%
②課題の解決に向けて、自分で考え、自分から
取り組んでいます。（主体性）

R4年3月 89% R5年2月 93%
③話し合いのときには友達の考えを受け止めて
自分の考えをしっかり伝えています。（協働性）

R4年3月 87% R5年2月 91%
④かかわりを通して、自分の考えを深めたり、
広げたりすることができています。（協働性）

R4年3月 91% R5年2月 92%
⑤「生活科・総合的な学習の時間」では、自分で
課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを
発表するなどの学習活動に取り組んでいます。

（探究的な学習）
R4年3月 87% R5年2月 92%
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①児童生徒は、課題の解決に向けて、自分で
考え、自分から取り組むことができています。

（主体性）
R4年3月 86% R5年2月 94%

②児童生徒は、学級やグループでの話合いなど
の活動で、自分の考えを深めたり、広げたりす
ることができています。（協働性）

R4年3月 86% R5年2月 85%
③授業において、児童生徒自ら学級やグループ
で課題を設定し、その解決に向けて話し合い、
まとめ、表現するなどの学習活動を取り入れて
います。（探究的な学習）

R4年3月 82% R5年2月 85%
④生活科・総合的な学習の時間において、課題の
設定からまとめ・表現に至る探究の過程を意識
した指導をしています。（探究的な学習）

R4年3月 79% R5年2月 97%



○児童生徒アンケートでは、「中学校区で共通して育成したい資質・能力」
である「主体性・協働性」の向上を見取ることができた。

○ルーブリックを活用した振り返りの記述にも、主体性・協働性を意識した
言葉や、自身の成長や変容を自覚する記述が増えた。

○教師アンケートでは、探究の過程を意識した指導をしている教師の割合が
大きく向上し、授業づくりに対する教師の意識変革を進めることができた。

成果

課題

○児童生徒アンケート、教師アンケート、どちらにおいても「かかわりを通
して、自分の考えを深めたり、広げたりすること」に関して、数値の向上が
あまり見られなかった。児童生徒自身が主体性・協働性を発揮したり、そ
の高まりを自覚したりする手立てが不十分だった。

Ⅳ 今後に向けてⅢ 研究の成果Ⅱ 取組の具体Ⅰ 研究の概要



主体性・協働性が発揮される学習場面の設定
今年度開発した単元を基に、課題の解決に向けて、自分の考えをもち、

他者とかかわりながらその考えを更新していく必然性、必要性がある単
元づくりを進める。

ルーブリックを活用した振り返り場面の重点化と
教師によるフィードバック

児童生徒が主体性・協働性を自覚することができる、ルーブリックを
活用した振り返りを単元の中で計画的に設定していく。また、教師も
ルーブリックを活用した振り返りを正しく見取り、フィードバックしな
がら単元の改善を進められるようにする。

今後に向けて

Ⅳ 今後に向けてⅢ 研究の成果Ⅱ 取組の具体Ⅰ 研究の概要



ご清聴、ありがとうございました。


